
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩屋中だより 
令和 6年 1月１３日 ＮＯ2２ 

発行 長崎市立岩屋中学校 

文責：校長 川口 猛 

『僕の前に道はない。僕の後に道はできる（高村光太郎）』 

今の私たちの生活＝これまでの努力の軌跡（きせき）。 

これから、新たな足跡を残していくために、『選ばれた責任』と『選んだ責任』を

果たしていこう！ 

旧生徒会役員の皆さん、お疲れさま
でした。本当にありがとう！新役員
の皆さん、よろしくお願います！ 

～生徒会引継ぎ式を実施～ 
１月１０日に令和５年度岩屋中学校生徒会引継ぎ式

が実施されました。最初に、新生徒会役員の任命式があ

り、その後引継ぎ式が行われました。 

諸任命式の時、私は必ず話すことがあります。それは

は、次の言葉です。 

『選ばれた責任』 

『選んだ責任』       の２つです。 

今回もこのことに触れ、旧生徒会役員の労をねぎらう

とともに、新生徒会役員への激励をしました。 

『生徒会』という言葉は普段からよく耳にします。こ

の言葉の正しい認識は大変重要で、それによって『選ば

れた責任』、『選んだ責任』の理解が変わってきます。よ

くありがちなのは、『生徒会』＝『生徒会役員』という認

識です。生徒会とは、組織の名称であり、岩屋中学校生

徒会は、岩屋中学校の生徒全員で構成し、岩屋中学校の

生徒の手によって、岩屋中学校の生活の向上や幸せを目

指して生徒全員で活動する組織です。よって、活動をす

る組織ですから生徒会役員だけではありません。 

しかし、集団を（組織を）を引っ張っていくためには、

集団の核となり（中心となり）、リーダーシップを発揮す

る立場が必要です。これにあたるのが、生徒会役員です。

その立場を選出するために、全校生徒による生徒会役員

選挙があり、生徒会役員は選ばれるわけです。選ばれた

生徒会役員のメンバー一人一人は、必ず自分の意思でそ

の立場に立候補し、選挙等を通じて選ばれたのですか

ら、集団を（組織を）引っ張っていくという責任がある

わけです。しかし、集団を引っ張っていくためには、大

きな労力が必要ですし、場合によっては、注意をしたり

して、あえて厳しいことを言わなければならない時もた

くさんあるでしょう。その圧力に屈せずに、限られた時

間の中で、リーダーシップを発揮していくことが選ばれ

た責任だと思います。しかし、ここで留意しておきたい

ことがあるのです。それは、次のことです。 

 

役員である前に、会員としての役割を果たすこと

です。学級の諸活動の中で、また、学年の諸活動の

中で、あるいは授業の中で、協力して活動する場面

があるはずです。その時に、全校を引っ張っていく

立場の役員の皆さんは、率先して協力し、積極的に

かかわっていこうとしなければ、全校生徒をけん

引することはできません。ますは、役員である前

に、会員としての役目を果たすことを肝に銘じて

おくことが必要です。 

山本五十六氏の言葉です。参考にしてください。 

 『してみせて、言って聞かせて させてみて 

ほめてやらねば 人は動かじ』 

 さて、次に、選んだ責任とは何でしょうか。生徒

会という組織を一つの船に例えます。そうすると、

生徒会役員は、船員さん皆で選んだ船のリーダー

です。つまり、船を進めるために指示をしていく人

たちになります。そのリーダーが『こうするぞ！』

と指示したら、船の乗組員は、その指示に対して、

『よし、わかった』と思って舟をこがなければ、船

は進まないのです。リーダーを選んだのは自分た

ち。だからこそ、その人たちが指示をすることや皆

で決めたことに対しては、選んだ立場として、それ

に協力しなければならないのです。それが、『選ん

だ責任を果たす』ということです。 

 さて、最後になりましたが、旧生徒会役員の皆さ

ん、大変お疲れさまでした。そして、ありがとうご

ざいました。今の岩屋中学校があるのは、あなた方

の努力の結晶であり、岩屋中学校の歴史をつくり

道を拓くという責任を立派に果たしたと思いま

す。生徒会役員の業務は、昼休みであったり、放課

後であったり、自分の時間をたくさん削って行っ

ていたと思います。また、時には、周囲に注意をし

て反発を受けたり、思うように動いてくれずに困

ったこともあったと思います。その立場だからこ

そ多くの苦労があったはずです。朝早くから、学校

の周辺を清掃したり、挨拶運動ひとつとっても、継

続していくことは大変な労力だし、黙々とそれを

こなす姿は素敵でした。頭が下がります。 



 

また、生徒会主催の行事や生徒集会のために遅くまで

までで残って準備をしたことも数えきれないと思いま

す。引継ぎ式の中で、あいさつをする皆さんが、涙ながら

にあいさつをしていたのは、頑張っていた証（あかし）で

す。また、一緒に頑張り支えあった生徒会役員の仲間に感

謝の気持ちを持てたことも、頑張ったからこそです。生徒

会役員とともに頑張ってきたことは、人生の宝物です。今

後の人生に生かしてください。私は、皆さんに大変感謝を

しています。本当に、本当にありがとうございました。旧

会長が、『卒業まで、選んだ責任をしっかり果たします。』

と述べたこと、そして、新会長が『選ばれた責任をしっか

り果たします。』と述べたこと、たくましく、かつ、心強

い言葉でした。 
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新役員の皆さんです 

旧役員の皆さんです。 

引継ぎ式（リモート）の様子 
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